
現
代

日
本
の
中
間
階
級
の
精
神
構
造

t

藤

田

チ

ズ
゜
子

　
　
中
間
階
級
は
、
旧
中
産
階
級
か
ら
経
済
的
機
構
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
生
ま
れ
て
来
た
。
彼
ら
は
私
有
財
産
を
も
た
ず
、
資
本
は

自
己
の
脳
力
だ
け
と
云
う
階
級
で
あ
り
、
資
本
主
義
の
成
長
、
独
占
資
本
の
成
立
、
官
僚
化
の
滲
透
と
と
も
に
培
大
し
、
新
中
間
階

級
の

大

量
の
ホ
ワ
イ
ト
。
カ
ラ
ー
労
働
者
と
し
て
社
会
に
放
出
さ
れ
た
。

　
　
そ
こ
で
、
ホ
ワ
イ
ト
。
カ
ラ
ー
の
分
類
を
行
な
う
と
、
官
僚
化
さ
れ
た
企
業
組
織
の
中
で
合
理
化
さ
れ
た
一
部
分
を
受
け
も
つ
少

ー
数
の
管
理
的
職
業
者
が
お
り
’
彼
ら
は
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
の
上
部
、
中
部
の
地
位
に
あ
る
。
°
次
に
多
数
の
専
門
的
、
事
務
的
、

　
公
務
、
販
売
的
聡
業
者
が
存
在
し
、
ホ
ワ
ィ
㊦
・
ガ
ラ
ー
の
中
部
べ
下
部
に
属
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
分
類
と
し
て
’
同
じ
事
務

職
の

ホ

ワ
イ
ト
。
カ
ラ
ー
で
あ
a
て
も
’
彼
ら
の
属
し
て
い
る
企
業
の
規
模
に
応
じ
て
意
識
状
愁
が
異
な
る
故
に
、
大
企
業
の
ホ
ワ

　
イ
ト
・
カ
ラ
ー
、
中
小
企
素
の
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
と
云
っ
た
区
別
も
な
さ
れ
る
。

　

中
間
階
級
を
社
会
的
に
と
ら
れ
た
媛
合
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
は
現
代
の
資
本
主
義
の
経
営
機
構
で
あ
る
経
営
層
と
工
場
労
働
者

　
の
中
間
に
属
し
、
組
績
の
内
部
に
お
い
て
媒
介
の
椋
能
を
は
た
す
。

　
　
マ
ッ
ク
ス
。
ウ
ェ
バ
ー
の
官
僚
制
論
に
照
ら
し
て
み
れ
ぽ
’
ホ
ワ
イ
ト
。
カ
ラ
ー
は
、
組
織
が
細
分
化
さ
れ
形
式
合
理
化
が
行
わ

　
れ
、
官
僚
制
的
組
織
に
な
っ
て
行
く
寧
の
所
産
で
あ
り
’
社
会
的
権
威
は
、
そ
の
組
織
か
ら
の
借
り
も
の
で
あ
る
。

　
　
ホ
ワ
イ
ト
。
カ
ラ
ー
が
急
速
に
増
大
し
た
理
由
と
し
て
、
安
定
し
た
社
会
、
強
力
な
政
府
、
大
企
業
と
官
僚
主
義
的
機
権
、
そ
れ

　
に
制
造
工
業
に
お
け
る
機
械
化
．
分
配
事
業
の
拡
大
、
調
整
業
務
の
拡
大
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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経
苗
匿
に
中
院
階
績
を
と
ら
れ
た
場
合
⑳
収
入
源
ど
収
入
額
に
つ
い
て
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、
収
入
源
に
お
い
で
彼
ら
は
賃
金
労

働
渚

と
ま
さ
y
同
じ
条
件
に
あ
る
。
次
に
収
入
額
で
は
1
表
か
ら
考
察
す
る
と
、
追
去
に
お
い
て
は
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
と
ホ
ワ
イ
ト
。
、

カ
ラ
ー
と
の
経
済
的
差
は
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
日
本
の
社
会
的
状
況
を
背
景
と
し
て
’
こ
の
両
者
の
給
与
の

差
は

縮
少
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
’
こ
の
両
老
の
収
入
源
と
収
入
額
に
お
い
て
は
労
働
番
と
し
て
質
的
に
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の

他
の

相

違

点

と
し
て
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
は
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
よ
り
も
比
較
的
学
歴
が
高
ぐ
、
特
殊
技
能
を
も
っ
て
い
る
為
、
収

入
の

量
が

相
対
的
に
高
く
、
経
済
蓼
動
に
左
右
さ
れ
に
く
く
’
安
定
性
が
あ
る
点
で
経
済
的
に
異
っ
た
抱
位
に
あ
る
と
云
え
る
。

　
中
間
階
級
の
心
理
的
な
特
徴
と
し
て
、
過
去
の
権
威
に
依
存
し
、
賃
金
労
働
治
と
現
実
に
大
差
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
・
同
質

と
み
る
事
を
非
常
に
ご
ば
み
’
大
き
な
組
織
を
背
京
と
し
た
権
威
に
執
着
す
る
。
そ
し
て
，
社
会
的
経
済
的
に
は
労
働
者
階
級
と
同

様
で

あ
り
、
仕
事
と
し
て
，
自
己
自
身
も
労
働
者
階
級
の
一
部
で
あ
る
撃
を
肯
定
し
な
が
ら
も
t
又
一
方
の
精
神
に
お
い
て
は
上
層

階
級

と
同
様
な
ら
ん
と
努
力
す
る
。

　
次

に
日
本
の
中
闘
階
級
の
生
活
状
況
を
「
月
刊
世
論
調
査
」
の
統
計
を
中
心
と
し
て
’
ホ
ワ
イ
ト
・
か
ラ
ー
、
プ
ル
ー
カ
ラ
ー
、
．

農
林
漁
業

者
、
商
工
サ
ー
ビ
ス
業
老
の
四
穫
類
の
仕
事
別
に
比
較
し
て
考
察
し
て
行
く
。

　
一
、
職
業
別
に
見
た
生
活
の
状
況
判
断

　
表

2
の
A
r
2
の
B
に
よ
る
と
ボ
ワ
イ
ト
。
カ
ラ
ー
の
生
活
の
満
足
度
が
高
く
、
茱
し
む
き
も
「
楽
に
な
n
た
」
と
感
じ
る
者
が

多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
は
清
足
度
が
一
香
低
く
不
溝
度
が
高
い
。
又
暮
し
む
き
も
「
苦
し
く
な
っ
た
」
と
感
じ
る
老

が

多
い
。
こ
れ
は
、
、
前
に
も
記
し
た
様
に
経
済
的
に
は
ホ
ワ
イ
ト
。
ヵ
ラ
ー
と
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
に
お
い
て
は
大
き
な
賃
金
の
差
が
な

い

と
云
え
る
限
り
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
に
と
っ
て
は
経
済
的
な
も
の
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
社
会
的
、
精
神
的
な
不
治
が
多
い
の
で
は
な

い
か

と
み
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
労
働
組
合
の
影
縛
力
も
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

　
二
、
職
業
別
に
み
た
生
活
程
度
の
自
己
判
断

　
3
表
の
様
に
ホ
ワ
イ
ト
。
カ
ラ
ー
層
は
自
己
判
断
に
お
い
て
も
、
中
位
に
自
分
が
位
置
し
て
い
る
と
判
断
し
た
者
が
九
四
％
に
も
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達
す
る
。
す
な
わ
ち
、
生
活
意
識
が
平
均
化
し
た
事
を
示
す
。

　

三
、
職
業
別
に
み
た
・
今
後
の
生
活
見
通
し

　
4
表
か
ら
、
今
後
の
生
活
見
通
し
の
中
で
、
　
一
番
楽
観
的
な
見
方
を
し
て
い
る
の
が
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
で
あ
る
。
そ
の
理
由

と
し
て
、
経
済
的
に
笙
功
序
列
制
度
に
．
・
り
給
与
は
安
定
し
て
高
く
な
り
、
社
禽
に
も
会
社
§
し
て
い
墨
に
誇
地
位
が

守

ら
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
層
・
　
　
　
－

　
で

は
、
こ
の
様
な
中
で
の
不
安
、
不
溝
は
ど
の
様
な
も
の
で
あ
る
か
’
次
の
統
計
よ
り
見
て
み
る
◇
　
　
　
　
　
　
、

　

四
、
職
業
別
に
み
た
生
活
上
の
不
濾

　
5
表
に
よ
る
と
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
、
と
も
に
「
将
来
の
経
済
的
不
安
」
が
一
番
強
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
［

将
来
職
場

を
う
ば
わ
れ
る
機
会
が
多
い
た
め
で
’
そ
の
第
［
9
の
理
由
に
挙
げ
ら
れ
る
も
の
が
定
年
制
度
で
あ
る
。
六
十
才
以
上
で
仕

事

を
も
っ
て
い
る
老
人
の
職
業
の
内
容
は
G
表
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

・
表
の
様
に
’
ホ
・
イ
i
・
ラ
払
定
年
後
・
篇
・
機
会
は
少
・
・
そ
の
理
由
と
レ
て
・
合
理
化
さ
れ
・
個
人
の
能
力
に
期
、
．
蚕

待

き
れ
ず
、
他
の
職
業
に
変
わ
ろ
う
と
す
る
場
合
も
、
長
年
の
間
つ
ち
か
わ
れ
て
来
た
ホ
ワ
イ
ト
。
カ
ラ
ー
意
識
に
よ
り
、
抵
抗
や

不
安
を

感

じ
、
又
身
体
的
に
も
不
可
能
な
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
ホ
ワ
イ
ト
。
カ
ラ
ー
の
生
活
の
大
き
な
問
題
点
で
あ
る
o

　
ホ

ワ
イ
ト
。
カ
ラ
ー
の
生
活
は
他
の
職
業
者
に
比
較
し
て
e
不
満
が
少
な
く
、
自
分
で
も
、
　
一
般
的
生
活
を
営
な
ん
で
い
る
と
云

う
考
．
秀
が
多
い
が
、
物
質
欲
、
生
活
向
上
欲
が
弦
い
傾
向
に
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
地
位
競
争
、
体
面
競
争
を
ひ
き
起
こ
し
て
い
在
・

　
5
表
の
統
計
で
’
ホ
ワ
イ
ト
。
カ
ラ
ー
で
、
生
活
に
不
満
を
感
じ
て
い
る
者
、
感
じ
て
い
な
い
者
が
約
二
分
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一

事
か

ら
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
の
生
活
の
根
底
に
は
、
　
一
方
で
は
彼
ら
を
増
大
さ
せ
た
要
因
で
あ
る
社
会
的
安
定
と
、
そ
れ
に
も
と

ず
く
生
活
向
上
、
す
な
わ
ち
経
済
向
上
、
地
位
向
上
等
が
あ
り
パ
他
方
で
は
こ
の
社
会
的
安
定
に
よ
ρ
て
築
か
れ
た
彼
ら
の
大
き
k
g

安
心
感
、
そ
れ
に
と
も
な
う
無
気
力
、
無
感
心
、
あ
き
ら
め
、
清
足
が
存
在
レ
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
感
じ
方
の
ウ
ェ
イ
ト
が
数
字

に
よ
ぞ
表
わ
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
°
－
　
’
　
・
　
∵
、
．
．
　
　
☆
．
－
∵
、
，
、

v



　

日
本
の
家
族
は
．
第
二
次
世
界
大
戦
後
大
き
な
変
化
を
遂
げ
た
が
、
°
と
の
変
化
に
い
ち
早
く
順
応
し
て
行
っ
た
の
、
が
ホ
ワ
イ
ト
・
力

一
フ▲
で
あ
・
。
そ
の
ホ
・
イ
ト
。
互
フ
嘉
畿
在
ど
の
璽
塚
族
漢
、
意
識
、
期
待
を
も
．
・
て
生
活
し
て
い
る
か
を
職
業
別

　
に
比
較
し
て
ホ
i
〈
イ
ト
ぽ
カ
ラ
ピ
層
の
特
徴
、
精
神
状
況
を
考
察
す
る
。

　
　
現

在
一
番
望
ま
れ
、
又
現
実
に
も
一
番
多
い
家
族
構
成
は
親
子
四
人
の
家
族
梼
成
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
7
表
の
産
児
制
限
」

　
を

し
た
い
理
由
を
み
て
み
る
と
’
　
f
生
活
向
上
の
為
」
’
　
r
子
供
に
高
゜
い
教
育
を
つ
け
た
い
か
ら
」
と
云
う
冷
静
な
合
理
的
な
生
活

　
計
画
が
た
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
答
は
特
．
に
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
に
二
蒼
多
く
、
自
己
の
安
定
、
生
活
の
安
定
と
一
不
う
基
盤
か
ら

な
ー
．
三
て
い
る
の
に
他
な
・
り
な
ぷ
畜
セ
、
彼
ら
自
身
、
自
か
ら
一
定
の
生
活
の
サ
イ
ク
ル
を
行
使
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

、

、

そ

の

サ

イ
グ
ル
の
一
つ
で
あ
る
子
供
に
対
す
ゐ
教
育
へ
の
関
心
度
は
8
表
か
ら
も
見
ら
れ
る
様
に
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
」
偲
が
当
然

　

一
番
多
い
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
次
に
職
業
別
夫
婦
の
役
割
期
待
を
考
え
ま
す
と
、
」
9
表
で
見
ら
れ
る
様
に
、
ホ
ワ
イ
ト
。
カ
ラ
ー
の
妻
の
期
待
は
内
面
的
行
勤
、

心
情
が

強

く
、
家
庭
忠
警
中
心
膓
る
豊
馨
・
て
い
・
c
∵
わ
ゆ
三
イ
ホ
去
．
議
の
形
と
な
り
、
夫
に
対
し
て
外
的

：

一

、

行
動
、
心
情
を
あ
ま
り
期
待
し
て
い
な
い
’
o
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
の
妻
の
家
庭
作
り
は
、
夫
と
す
べ
て
同
等
の
役
割
の
家
庭
を
望
ん
－

t
．
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
1
0
表
の
様
に
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
の
夫
は
妻
に
対
し
て
、
外
的
行
動
、
心
情
を
望
ん
で
い
る

　
の

が

特
街

で

あ
る
。
夫
の
仕
蛋
あ
良
き
理
解
者
で
あ
り
、
夫
の
親
を
大
切
に
し
、
祖
先
の
祭
を
期
待
し
、
そ
れ
か
ら
後
、
家
庭
内
の

仕
事

を
希
望
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
表
を
見
て
気
づ
く
も
う
1
つ
の
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
の
展
望
と
し
て
の
役
割
期
待
の
問
是
点
は
、

　
妻
の
内
面
的
希
望
と
夫
の
外
面
的
希
望
の
ギ
右
ッ
ブ
で
あ
る
。
現
在
は
夫
の
妥
協
と
云
う
形
で
お
さ
ま
っ
て
い
る
が
．
と
の
く
い
違

　
い
が

長
い

間
継
続
し
、
互
い
に
自
己
の
方
向
を
追
求
し
て
い
っ
た
場
合
、
家
庭
に
お
い
て
様
々
な
不
満
、
不
服
、
反
目
が
う
っ
積
さ

　
れ
て

行

く
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
’
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
に
家
庭
的
危
機
が
一
番
多
く
起
こ
り
易
い
の
で
あ
る
。

　
　
中
間
階
級
の
音
〔
識

　
　
中
間
階
級
は
、
経
．
済
的
、
社
会
的
に
は
プ
ル
ー
カ
ラ
ー
と
同
質
で
あ
り
な
が
ら
，
そ
の
精
神
状
態
、
意
識
に
お
い
て
、
階
級
的
優
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位
の

立
場

に
あ
る
と
自
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
観
念
は
ざ
ス
パ
コ
ミ
に
よ
り
一
般
に
広
め
ら
れ
、
そ
の
上
に
彼
ら
は
確
固
た

る
自
信
と
と
も
に
安
穏
と
し
て
い
る
．
そ
の
階
級
内
で
の
細
分
化
さ
れ
た
地
位
を
得
る
た
め
に
力
を
う
ば
わ
れ
、
心
理
状
態
は
自
己

の

地
位

を
無
祝
し
て
、
自
己
の
将
来
あ
る
い
は
上
の
階
級
に
近
ず
い
た
り
、
自
己
を
お
い
た
り
す
る
。
そ
の
様
な
原
因
に
よ
り
、
階

級
意
謙
が
発
運
せ
ず
に
、
そ
の
源
動
力
は
常
に
自
己
を
中
心
に
注
が
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
°
自
己
に
と
っ
て
の
社
会
、
’
家
庭
、
会

社
、
政
治
で
あ
る
と
云
う
目
的
に
よ
っ
て
生
活
し
、
自
己
に
埋
没
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

　

中
間
階
級
の
仕
事
と
意
識

　

日
本
の
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
と
会
社
と
の
関
係
の
最
大
の
特
徴
は
終
身
雇
用
制
度
で
あ
る
。
こ
の
終
身
雇
用
制
は
個
入
の
゜
能
力

よ
り
も
，
そ
の
個
人
の
働
い
た
年
月
に
よ
り
経
済
、
地
位
が
保
証
さ
れ
る
。
こ
の
事
は
、
個
人
の
無
能
力
化
、
無
気
力
化
に
通
じ
’

又

日
本
特
有
の
序
列
意
議
を
再
生
す
る
。

　
仕
事

に
お
い
て
も
’
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
の
仕
事
は
官
僚
化
さ
れ
た
組
織
に
お
い
て
、
常
に
一
部
分
で
あ
り
、
そ
の
一
部
分
は
，

全

く
個
入
に
ゆ
だ
ね
ら
K
て
い
る
の
で
は
な
く
、
細
分
化
さ
れ
た
管
理
下
に
お
か
れ
て
自
己
の
領
域
さ
れ
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の

様

に
、
何
ら
か
一
定
の
目
標
に
方
向
ず
け
ら
れ
、
完
全
に
自
己
の
形
成
す
る
事
柄
を
も
た
な
い
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
は
、
主
体
性
、

創
造

力
、
佃
性
が
失
わ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
大
き
な
組
織
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
り
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
は
自
己
の
役
割
が
決
定

ず
け
ら
れ
t
役
割
と
と
も
に
行
動
が
決
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
単
調
な
毎
日
と
規
定
さ
れ
た
仕
事
が
続
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

ホ

ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
層
は
、
自
己
の
保
障
、
安
定
、
す
な
わ
ち
熟
練
、
権
力
、
収
入
、
地
位
を
得
た
9
’
守
。
た
り
す
る
為
に
、
大

ぎ

な
権
力
、
資
本
に
依
存
し
、
遂
に
は
、
彼
ら
の
生
活
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ま
で
仕
學
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
中
間
階
級
の
政
治
音
］
識

　
ホ

ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
の
政
治
意
詩
と
云
え
ば
一
口
で
政
治
的
無
関
心
と
云
え
る
。
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
に
と
っ
て
は
現
在
の
機
構
、

秩
序
が
保
た
れ
て
い
れ
ば
、
民
主
主
義
で
も
社
会
主
義
で
も
良
い
の
で
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
政
治
は
、
自
己
の
立
場
と
、
経
済
の

代
表

で
あ
り
、
そ
の
権
力
の
優
勢
な
方
に
つ
け
ば
艮
い
の
で
あ
る
。
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中
間
階
級
の
意
識
傾
向

　

現
代
の

ホ

ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
の
様
に
、
一
定
の
規
格
化
さ
れ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
中
で
は
、
そ
の
一
端
に
お
け
る
細
分
化
さ
れ
た
職

場

で
、
単
純
作
業
、
能
力
主
義
か
ら
地
位
競
争
、
体
面
競
争
、
反
目
、
不
安
、
年
功
序
列
へ
の
不
浩
が
生
じ
、
親
代
社
会
の
プ
功
ニ

ズ
ム

の
縮
図
の
部
分
が
、
多
数
存
在
す
る
家
庭
に
お
い
て
も
’
そ
こ
で
の
役
割
、
期
待
が
ま
ち
受
け
、
生
活
に
お
わ
れ
’
仕
事
に
お
わ

れ
て

い

る
の
で
、
常
に
こ
う
し
た
緊
張
の
状
態
が
続
く
と
、
ま
ず
、
自
己
の
生
活
が
疲
労
と
云
う
形
で
w
覚
さ
れ
て
行
く
。
こ
の
様

な
社
会

下
パ
労
働
条
件
下
に
お
か
れ
た
’
ホ
ワ
イ
ト
。
カ
ラ
ー
の
疲
労
は
、
大
企
業
、
巨
大
社
会
の
部
分
品
化
、
そ
れ
に
と
も
な
う

主

体
性

の

喪
失
’
生
活
手
段
か
ら
の
離
脱
と
と
も
に
塚
外
感
に
変
化
レ
て
行
く
は

　
．
疎
外
感
は
、
v
a
　
t
r
な
傾
向
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
。
ま
ず
t
t
t
会
社
、
仕
事
よ
り
の
疎
外
、
単
調
な
毎
日
，
決
定
さ
れ
た
社
会
か
ら

の
一
時
的
解

放
、
　
一
時
的
菊
激
を
求
め
る
○
之
、
の
事
は
＼
決
定
さ
れ
た
社
会
へ
の
反
抗
、
疑
惑
に
よ
る
、
手
相
、
占
い
な
若
の
非
倉

理
性
へ
゜
の
逃
避
、
又
、
ギ
ャ
ジ
ブ
ル
t
－
　
．
v
ッ
ク
ス
、
又
は
社
会
不
湊
に
よ
る
快
楽
主
議
的
パ
刹
那
主
義
的
な
傾
向
を
示
す
。

　
こ
の
刹
蔀
生
議
的
な
傾
向
、
社
会
秩
序
の
混
乱
は
社
会
危
機
感
を
増
大
さ
せ
、
再
び
巨
大
社
会
へ
の
還
元
と
し
て
，
°
官
僚
的
な
フ

ァ

i
シ

ズ

ム
’
化
の
傾
向
を
示
す
可
能
性
も
在
る
。
　
　
‘
　
　
．
．

　
又
F
他
の
形
と
し
て
、
．
社
会
、
仕
享
か
ら
の
疎
外
感
は
、
そ
の
関
心
の
方
向
の
比
重
を
家
庭
に
向
け
、
仕
事
は
、
佃
人
に
と
っ
て
．

生
活
の

手
段

に
し
か
過
ぎ
な
い
と
自
認
す
る
様
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．
　
　
　
．

貨
の
責
感
の
克
弩
曇
し
て
云
庭
議
待
を
か
亘
琶
ま
の
覧
託
の
保
障
・
し
£
教
申
昌
力
天

れ

み
様

に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
疎
外
感
は
、
新
た
に
、
子
供
に
そ
の
機
構
の
一
部
と
し
て
、
出
世
さ
せ
る
事
が
社
会
に
遺
元
さ
れ
、

そ

の

機
構
を
よ
り
強
大
な
も
の
に
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

　

二
回
、
、
自
己
に
お
い
て
は
、
自
己
の
立
場
を
確
認
す
る
為
に
、
　
一
定
規
準
を
見
出
そ
う
と
す
ゐ
。
そ
の
時
利
用
さ
れ
る
の
が
、
マ

ス
。

コ

ミ
で
あ
る
。
．
そ
の
マ
ス
・
コ
ミ
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
一
定
規
準
か
ら
の
疎
外
感
一
孤
独
ぺ
不
信
、
あ
る
い
は
作
ら
れ
た
目
標

価
値
、
認
震
が
、
現
代
人
の
思
想
、
考
え
方
一
習
櫃
に
不
安
定
奏
を
加
え
、
目
己
確
認
、
・
自
己
認
謡
の
機
会
を
失
な
わ
せ
る
要
因
と
．

一 48一
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も
な
っ
て
い
る
。

　
そ

し
て
、
常
に
自
己
確
立
、
自
己
認
識
が
行
え
な
い
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
r
層
は
、
こ
れ
か
ら
将
来
に
お
い
て
も
、
k
T
　
l
．
1
次
的
な
存

在

に
し
か
な
り
得
な
い
可
能
性
を
も
つ
。

　
こ
の
事
は
、
日
本
入
の
生
き
甲
斐
、
．
．
人
生
感
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
」
日
不
の
現
代
人
に
あ
o
て
は
女
性
は
家
庭
、
子
供
に
生
き

甲
斐
を
求
め
、
男
性
は
仕
事
と
事
業
に
生
き
甲
斐
を
求
め
て
い
る
の
が
一
般
的
パ
タ
ー
ン
で
、
他
に
男
女
と
も
二
〇
％
あ
ま
り
が
「

生
き
田
，
斐
な
し
」
と
答
え
て
い
る
。
「
現
代
め
日
本
人
に
ど
・
て
　
f
・
人
間
が
生
き
る
と
云
う
事
は
、
生
き
る
事
自
体
に
価
値
を
見
出

す
の
で
あ
る
。
」
そ
の
様
に
何
ら
信
仰
も
主
義
、
信
念
を
も
持
た
な
い
日
本
人
に
と
っ
て
、
生
き
甲
斐
と
は
、
．
一
般
的
パ
タ
L
．
7
化

さ
れ
た
人
生
が
目
標
と
な
り
、
そ
の
中
で
生
き
る
事
で
あ
り
、
日
本
人
に
と
っ
て
労
働
は
手
段
で
は
な
く
、
生
き
甲
斐
の
構
成
部
分

で

あ
る
。
そ
の
様
な
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
－
に
休
息
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
仕
事
と
家
庭
の
間
に
あ
．
て
の
1
時
的
な
、
楽
し
み
、
ゆ
と

り
で
あ
ろ
う
。
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
に
と
っ
て
仕
事
か
ら
の
疎
外
感
も
t
　
l
般
的
生
き
甲
斐
か
ら
は
ず
れ
て
し
ま
う
と
云
う
疎
外
感

よ
り
恐
ろ
し
く
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
社
会
、
仕
事
、
家
庭
か
ら
の
疎
外
、
倦
怠
は
仕
事
、
家
庭
、
生
き
る
と
云
う
三
つ
の
組
み
合

わ

さ
れ
た
生
き
甲
斐
に
ょ
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
先
の
生
き
甲
斐
を
も
た
な
い
ホ
ワ
イ
ト
。
カ
ラ
ー
は
自
己
で
新
た
な
生
き
甲
斐
を
さ
が
し
得
ず
に
、
こ
れ
か

ら
マ
ス
．
コ
ミ
が
定
義
す
る
の
を
、
疎
外
、
倦
怠
の
中
で
ま
A
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
か
ら
も
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
の
擬
構

か

ら
の
脱
出
は
不
可
能
で
あ
り
、
常
に
二
次
的
存
在
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
中
間
階
級
の
政
治
的
立
場
の
展
望
と
し
て
、
城
戸
浩
太
郎
氏
は
四
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
　
一
、
新
中
間
階
級
の
全
体
あ
る
い
は
一

部
は

た

え
ず
数
的
に
増
加
し
、
権
力
を
増
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
そ
の
当
然
の
帰
結
と
し
て
政
治
的
に
独
立
し
た
階
級
に
成
長
し
、

次
代
の
支
配
階
級
と
な
る
。
二
、
新
中
間
層
は
数
と
力
を
増
加
し
つ
づ
け
る
が
、
独
立
し
た
階
級
と
し
て
成
長
す
る
ま
で
に
は
い
た

ら
ず
、
他
の
二
大
階
級
の
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー
に
な
る
。
三
、
新
中
問
層
は
、
社
会
的
性
格
で
も
、
政
治
的
行
動
で
も
実
質

的
に
ブ
ル
ジ
ュ
ア
ジ
ー
で
あ
り
’
そ
う
あ
ろ
う
と
努
め
る
。
そ
れ
は
特
に
身
分
階
雇
と
し
て
強
い
。
四
e
新
中
間
層
は
、
古
典
的
マ
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ル

キ

シ

ズ
ム

の

公
式

に
従
う
。
彼
ら
は
、
重
髪
な
点
で
は
、
す
べ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
同
質
で
あ
り
、
遂
に
は
社
会
主
義
政
頻

に
参
加
す
る
。
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
政
治
の
展
望
は
、
こ
れ
か
ら
の
中
聞
階
級
の
意
議
傾
向
の
展
望
を
導
く
事
に
も
な
り
得
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
i
Y
」
　
I
－
k
　
H
　
－
n
s
c
’
　
a
）
　
p
で
・
主
二
鰐
灘
e
渋
エ
婁
誤
葎
」

ド

懸
濃
酎
浪
際
樵
Σ
険
鳥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
o
・
°
《
己
』
「
吾
培
出
§
尋
蓑
」
述
齢
桧
磁
陛
曲
瞭
旨
O

　
　
　
　
　
　
　
　

汁
　
翌
　
嘉
　
畑

違
X
刊
鐸

韻

　
弔
　
髭

漫薄

r
ば

桜
遊
麟
浪

吾

暢
遠
蟄
蝶
一

　
　
　
　
　
再

瀕
束
澄
欝
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，表酷の状況糖

　2－A
　　在の生活に職　堂　　工

N ±罐；⊇
■　まだ

　きわ

£林漁業者 1648 58％
商工サービス業者 1438 6　3

　　　　　　　1事務系被傭者1 2898 6　1

＿労務系被傭者1 2665’ 、　　　　5　2　　　　1

S．44．10「月刊世論調査」より

　　　　　欝罐計
　　　　　　　　　一・一｛

　　　　　　　41％　　1
　　　　　　　　　　　＿　．L＿＿1

　　　　　　　3　5

　　　　　　　3　5
　　　　　　　　　－－4
　　　　　　　4　7　　　　　；

2－B

腐き前麟き
　　　　　べ㍊、、
　　　　Tltゴ　　　＼ペ
　　　　エ　　　　　　　、

　　　　　　＼

S．45．9

N

｛三林建追⊥・，447

；商エサービス類12，968
t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

綱・た黙よ引

30％i

一一
；一＿＝L＿ge－v’－L’一＿7＿．＿1
32

明不

一
％
一5i

、
川
一

　

7
一
9

苦

な

十＄li’

7
°
7

－
－
i
…
，

老備被系務
事
一　
・
労

4

・表職業別にみ性活繊の自己ixwr　S．4．，．，

薩ぎ纏 N ，上

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

｜ 悼物中嗣下

農林漁業者 3，447 ・1．％
｛’7％

55％

　　　　　不明
・砺話司　　　　　3寸

商工サービス業者 2・96旦」2 60． ・19　　　4

悟務系被傭者 4，997 1

12

12 63 1

・923
コ

已務系被儲 ！　4，213　1 0 3
：

・・戸ゴコ1・．、！

※　2表～7表「月刊世論調査」より
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4表　今後の生活見通し S．45．9

＼＼今後の生活

職》ぎ N よくなる
i同　じ様

　な　も　の
悪くなる わからない

農林漁業者 3，447 32％ ，　　42％ 7％ 19％

商工サービス業者　　2，968 39　　　　　　41 6 14
事務系被傭者14，997　　　　　　　●

LL三3 41　　　　　　4 12
～
．
も
　
‘
‘
‘
1

1労務系被傭者｝4，2131　37　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ

i　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←

42　1　　6 15

5表生活上の不涜 S．45．9

ー
一∵

㌣
の
｛
　
　
　
＼
不
満
　
　
　
業
　
＼
　
　
　
　
　
＼

N

将永劇世除般のるだけの桝生活が向上とりがないしてとてものが不泡だ追いついて　　　　ゆけないの　　　　が不満だ

衣飽よど1自動車やク

の最低圭活
も十分みた

されていな

いのが不満来るのにど
だ

　　　　　ずれの不一ラなど次　も感じて

々にほしい　ない
ものが出て

1うにもなら

隠動午i

　　，’

㌔

邉林漁業者 3，447 27％ 23％ 8％　｝　11％ 、45％

商工サービス業者 2，968 26 15 7　　・1　　6 55

事務系被傭者 4，997 31 14 8　「巨コ三48
芦務系被傭者 4．213135 122

i
1
3
　
1
　
9
い
9
‘

一

」

　　　　　　　　　　　　　　　注　PTAのため100％をごえる

6表　60才以上で仕事をもっている老人の職業　　S．44、10

職業をもっている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

農　林　漁　業 商工サービス業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

自　，由　　業。

4　5％ 1　9％ 1　1％ 12％・・一

事　　務　　系 労　　務　　系 内職、その他 持．ρ’てな’い’
　
　
　
　
　
3
％
｝ i　　　7％ ｜

・％い’・；％寸　　　　　　　‘

一合 52一



7表　産児制限をしたい理由 S．45．5

＼産児制限を　　　＼

　＼じた噸

職殼w 　N

さ生聾
紳
ら
上

る教子’か生
育供
たをに
つ高
めけい

活

　が
困
ら
る

躍
宜
上

　
　
i
か
家
生
活
1
　
が
　
　
　
’
せ
　
　
　
、
ま
　
　
ら
い

　　‘の母いそ　1不体
．
　
　
1
た
の
．
　
　
　
の
健
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
め
康
　
他

明

農林漁業者 263　23％ ．16％ 17％ 15％ 0％ 21年5％
．→一，‥

商工サービス業者 392 2一 1 19 10 1q 4’

じ工事務系被傭者 571
　　「
28’　22 8　　　8 5　23　5　111

労務系被傭者‘592125 ｛1512・lgl・；1813！31一→÷一…1

　　　　！

8表　子供の教育に対する関心度 「現代家族の役割構造」より

一
＼⊆理しても子供の教育のために出来る

　　＼だけ経費をふりむけたことが
　　　　　、、＼
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＿＿9表　妻の夫にたいする役割期待　　　　　　　「現代家族の役割嬬造」より
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10表　夫が凄ピたいする役割期待
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